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２０１４年１０月１５日改定 

２０２１年７月２８日改定 

一般社団法人日本印刷産業連合会 

 

【目的】 

第１条 本規程は、日印産連「印刷サービス」グリーン基準（以下「グリーン基準」とい

う。）に基づくグリーンプリンティング製品認定制度について定める。 

 

【対象】 

第２条 グリーンプリンティング認定工場（以下「ＧＰ認定工場」という。）が製造した印

刷製品（以下「印刷製品」という。）を対象とする。 

 

【認定の方法】 

第３条 ＧＰ認定工場は、本規程に基づき、ＧＰ認定工場において製造した印刷製品をグ

リーンプリンティング認定製品（以下「ＧＰ認定製品」という。）として、グリーンプリ

ンティングマーク（以下「ＧＰマーク」という。）を表示できるものとする。 

 

【認定の要件】 

第４条 ＧＰ認定製品は、次の要件を全て満たさなければならない。 

    （１）ＧＰ認定工場が製造した印刷製品であること。 

    （２）印刷製品を構成する資材が、グリーン基準「購入資材」のグリーン基準に

適合したものであること。 

 

【製造の要件】 

第５条 前条（１）でいう「ＧＰ認定工場が製造した」とは、対象印刷製品の製造に関わ

る全工程または印刷工程（グラビア印刷部門はラミネート加工工程含む）をＧＰ認定工

場が行っていることをさす。 

 

【資材の要件】 

第６条 第４条（２）でいう「グリーン基準に適合したもの」とは、印刷製品を構成する

資材全てが、グリーン基準「購入資材」の該当項目の水準－２以上に適合していること

をさす。 

２．ただし、「購入資材」の基準のうち、「資材メーカーの取組み」については、これを

適用から除外する。 

 

【ＧＰマークの表示と主管工場】 

第７条 第３条については、当該印刷製品の製造に係わったＧＰ認定工場のうちから一工

場を主管工場として定め、主管工場がＧＰマークの表示を行うものとする。 
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２．主管工場は、本規程及びグリーンプリンティングマーク使用規程（以下「ＧＰマー

ク使用規程」という。）に基づき、責任をもってＧＰマークの表示を行わなければな

らない。特に第６条における購入資材については、資材提供メーカー等に確認するな

どして、基準に適合しているか十分に留意しなければならない。 

 

【ＧＰマークの種類】 

第７条の２ ＧＰマークは、製造に関わる工程の範囲及び購入資材の水準に基づき、３種

類に区分するものとする。 

  ２．３種類の区分の方法は、対象印刷製品の製造に関わる工程において印刷工程をＧＰ

認定工場が行っている場合（全工程がＧＰ認定工場である場合を除く。）をワンスター、

全工程をＧＰ認定工場が行っている場合をツースター、全工程をＧＰ認定工場が行い

かつ印刷製品を構成する資材全てがグリーン基準「購入資材」の該当項目の水準－１

（水準区分がない場合はその項目、ただしグラビア印刷部門は除く）の場合をスリー

スターという名称で区分する。 

  ３．前項のＧＰ認定工場の工程は、工場認定（更新含む。）時の工程とする。ただし、

グリーンプリンティング工場認定規程第１３条の２ただし書きに従い、認定登録後に

認定を受けた工程はＧＰ認定工場の工程とする。 

  ４．それぞれのＧＰマークの表示方法は、ＧＰマーク使用規程及びＧＰマーク使用の手

引で定める。 

 

【ＧＰ認定製品の管理と報告】 

第８条 主管工場は、ＧＰマークを表示した製品名等を様式１によって管理を行い、ＧＰ

認定事務局からの提示を求められた場合、これを速やかに提示しなければならない。 

２．主管工場は、ＧＰマークを表示した件数について、様式２によって半期ごとに認定

事務局に対し報告する義務を負う。 

３．本条第１項に関する管理について、保存期間は製品納品後３年間とする。 

 

【ＧＰマークの使用料】 

第９条 ＧＰマークの使用料は無料とする。 

 

【ＧＰマークへの認定番号の表示】 

第１０条 ＧＰ認定製品に表示するＧＰマークの下段には、主管工場の認定番号を表示する。 

ＧＰ認定製品の製造に複数のＧＰ認定工場が関わっている場合は、主管工場以外の認定

番号を併記することも可能とする。 

２．表示の方法については、ＧＰマーク使用規程及びＧＰマーク使用の手引に従うもの

とする。 

３．ただし、印刷発注者からＧＰマークのみの表示（認定番号の非表示）を求められた

場合は、この限りではない。 

 

【ＧＰマークの不正使用等の場合の措置】 

第１１条 ＧＰ認定事務局は、不正にＧＰマークを表示した場合には改善の指導を行い、不

正な使用が継続した場合にはＧＰ認定工場の認定を取り消すほか、法的な措置を取るこ

とができるものとする。 
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【疑義への対応】 

第１２条 本規程の内容に疑義が生じた場合は、関係者間の協議の上決定する。 

【改定】 

第１３条 本規程の改定は、ステアリング・コミッティの承認を得て行うものとする。 

 

付則 

１．本規程は、２００６年１０月１日から発効する。 

 

付則（２００９年７月２９日） 

１．本改定は、２００９年１０月１日から実施する。 

 

付則（２０１４年８月２０日） 

１．本改定は、２０１４年８月２０日から実施する。 

 

付則（２０１４年１０月１５日） 

１．本改定は、２０１４年１０月１５日から実施する。 

 

付則（２０２１年７月２８日） 

１．本改定は、２０２１年７月２８日から実施する。 


